
契約変更理由書 

神戸市 

 工  事  名 妙法寺川（車地区）改修工事その１１ 

 契 約 変 更 後 の工 事 概 要  

工事延長 L=52.1ｍ 

河川土工 １式、法覆護岸工 １式、床止め工 １式、道路土工 １式、擁壁工 １式、 

付帯道路工 １式、構造物撤去工 １式、仮設工 １式、応急対策工 １式、 

地すべり対策工 １式  

 

変更前工期 令和 7年 11 月 7 日～令和 8年 9月 18 日 

変更後工期 令和 7年 11 月 7 日～令和 9年 3月 31 日(194 日延長)  

 

 

■設 計 変 更 の理 由  

河川改修施工中の3月中旬に後背地の畑において、地すべりによる地盤変状が発生したため、仮

設工及び応急対策工を実施するとともに、地すべり対策工の検討を行った。地すべり対策設計

検討の結果、地盤変状の進行抑制及び農地復旧を図るため、本設の地すべり対策工等を追加す

る必要が生じた。 

 

・神戸市 ICT活用工事実施要領に基づき、請負業者から本工事への ICT活用について実施希望が

あったため、ICT 活用工事実施を増工とする。 

・地盤変状が生じた農地の復旧を増工とする。 

・処分土砂の含水比が高く粘性土であるため、処分地が変更となり、処分費を増工とする。 

・地盤変状の進行を抑えた上で、河川の本工事を実施する必要があるため、地すべり対策工を

増工とする。 

・右岸側管理用通路の路床について、発生土では必要な支持力が確保できないため、再生砕石

への置換工を増工する。 

・農地復旧工、地すべり対策工の増工に伴い、重機が出入りする作業が増加するため交通誘導

警備員を増工とする。 

 

■工 期 延 長 の理 由  

・地すべり対策工検討業務において、地盤変状の進行を抑えた上で、河川の本工事を実施する

必要があるため、194 日間の工期延長が必要となる。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


